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• 工業原料の 3/4 以上は粉粒体であり、最終製品に至
る一連の過程において様々な粉粒体関連の操作が必要
となります。あるときは固体のように、またあるとき
は流体のようにと、その振る舞いが容易に変化する粉
粒体の挙動は大変複雑であり、これらの操作が最適に
行われているとは言えません。

• 大規模な離散粒子シミュレーションや MRI 等の実験
計測技術を駆使することにより、粉粒体や粉粒体を含
む流れの挙動予測と現象の詳細解明を行っています。
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粉粒体の振る舞いを予測する・明らかにする
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材料や構造物において、変形や波の振幅が大きくなると、働
く力が線形ではなく非線形になることが知られています。こ
の非線形性によって出現するダイナミクスとして、不安定ダ
イナミクス、エネルギーの局在化、分岐などの現象に注目し、
その基本的な性質の解明と工学的応用に目指し、分子動力学
や力学形理論に基づく理論解析およびシミュレーションによ
る研究を行なっています。特に、離散構造体における非線形
性による局在振動の数理的構造とエネルギー輸送の性質の研
究、メタマテリアルやマイクロ周期構造において所望の非線
形ダイナミクスを生み出すことのできる非線形性を実現する
ための構造の設計についての研究を行なっています。 非線形メタマテリアルの

力学モデル

結晶に励起される局在振動モード

非線形局在モードによるエネルギー輸送

メタマテリアス、マイクロ・ナノ構造体、振動制御

かたちとつながりが創り出す非線形ダイナミクス
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